
○岡田議長 すみません、議場の方は静粛にお願いします。

次に、徳田議員。

〔徳田議員質問席へ〕

○徳 田議 員 皆 様、 改 めまし て、 おは ようご ざい ます。 公明 党の

徳田博文でございます。

令 和７ 年９月 定例 会 に当た り、 １、 朝の小 １の 壁につ いて 、２、

物価 高騰 対策に つい て ～生活 応援 ギフ ト券事 業、 以上、 大要 ２点

の質 問を させて いた だ きます 。市 長並 びに当 局の 皆様の 前向 きな

御答弁をよろしくお願いいたします。

まず、朝の小１の壁について伺います。

子ど も が小 学校 に 入学 する と 、保育 所 に預 けて い たとき よ りも

登校 時間 が遅い ため 、 親の働 き方 に影 響が出 たり 、子ど もが 一人

にな る時 間がで きた り してし まう 朝の 小１の 壁、 この問 題に つい

て、 こど も家庭 庁が 全 国の自 治体 に対 し、地 域の ニーズ を把 握し

て、 適切 な対策 を進 め るよう 、先 頃通 知しま した 。この 朝の 小１

の壁 は、 保育所 の多 く は午前 ７時 台か ら子ど もを 預けら れま すが、

小学 校の 登校時 間は ８ 時以降 が一 般的 である ため 、３０ 分か ら１

時間 程度 の差が 生じ ま す。保 育所 より も小学 校の 登校時 間が 遅い

ため 、親 の働き 方に 影 響が出 たり 、親 の出勤 後に 小さな 子ど もが

家や 学校 の前で 、学 校 が開く のを 待っ ていた りす るとい った こと

が課題となっているものです。

こ れま では、 主に 放 課後の 子ど もの 居場所 問題 が注目 され 、公

明党 が一 貫して 対策 を 推進し 、国 はも とより 、本 市にお いて も、

放課 後児 童クラ ブの 待 機児童 解消 に取 り組ん でき ました 。一 方、

昨今 は、 放課後 では な く、朝 の小 １の 壁も注 目さ れてい ます 。共



働き 家庭 が増え 、社 会 的な課 題と して クロー ズア ップさ れる よう

にな って います 。特 に 課題と なっ てい るのが 、朝 の子ど もの 居場

所です。

そ こで 、まず 、こ ど も家庭 庁か らこ どもの 居場 所づく り支 援体

制強 化事 業が実 施さ れ ていま す。 令和 ７年度 から 朝の居 場所 を設

ける 自治 体に最 大５ ０ ０万円 の補 助金 を出す 内容 となっ てい ます。

本制 度の 趣旨を 米子 市 として どの よう に受け 止め て、ど う活 用を

図っていくのか、まず、１点目、聞かせてください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本補 助制 度の 趣旨へ の本 市の受 け止 め及

び活 用に ついて でご ざ います が、 本事 業は、 実態 調査や 広報 、啓

発を 通じ て居場 所づ く りを推 進す るも のであ り、 そのう ち、 本補

助制 度に つきま して は 、民間 団体 の創 意工夫 によ る多様 な取 組を

支援 し、 子ども が安 全 ・安心 して 過ご せる居 場所 の充実 を図 るこ

とを 目的 として いる も のでご ざい ます 。本補 助制 度につ きま して

は、 本市 といた しま し ても、 国と 同様 に、保 護者 の就労 支援 の観

点の みな らず、 子ど も たちの 健や かな 発達環 境の 整備と いう 観点

から も重 要な取 組で あ ると受 け止 めて いると ころ でござ いま す。

また 、活 用につ きま し ては、 その 前提 といた しま して、 まず は、

早朝 の子 どもの 居場 所 づくり に取 り組 むべき ニー ズの把 握に 努め

ることが必要であると考えております。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど 部 長の答 弁に もご ざいま した が、ま ずは 、早

朝の 子ど もの居 場所 に 困って おら れる 御家庭 はな いか、 現状 の調

査及 び課 題の把 握を 行 ってい ただ きた い、そ のよ うに思 いま す。



これは意見とさせていただきます。

次 に、 昇降口 とい う 言葉は 一般 の方 は聞き 慣れ ない言 葉で すが、

校舎 など の出入 口で 、 上履き と外 履き を履き 替え る場所 のこ とを

言い ます 。現在 、本 市 小学校 の登 校時 間の傾 向と 昇降口 の開 放時

間と方法についてお聞かせください。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 小学 生 の登校 時刻 と昇 降口の 開錠 時刻、 また 開錠

の方 法に ついて のお 尋 ねでご ざい ます 。昇降 口の 開錠時 刻は 、各

学校 が定 めてお りま し て、多 くの 学校 は始業 時刻 の３０ 分か ら４

０分 前に 当たり ます 午 前７時 ５０ 分頃 として おり まして 、当 番の

教員 、こ れを我 々は 日 直とい うふ うに 呼んで おり ますけ れど も、

その 職員 が開錠 をし て おりま す。 その 時刻に つき まして は、 学校

は、 年度 始めに 保護 者 にお知 らせ をし ており まし て、児 童は おお

むね 開錠 時刻か ら始 業 時刻の 間に 登校 してい るも のと認 識を して

おり ます 。なお 、登 校 の方法 につ きま しては 、学 校ごと に異 なっ

てお りま して、 集団 で 登校す る学 校と 自由に 登校 する学 校が ござ

います。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 先 ほど 教 育長の 御答 弁で は、当 番制 で最初 に出 勤し

た教員が昇降口の開放を行っているとのことでございます。

そ うし ますと 、開 放 する教 員と 、そ れ以外 の教 員の出 勤時 間は

どのようになっているのか、教えていただけますでしょうか。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 開錠 す る当番 、日 直の 教員と 、そ れ以外 の教 員の

出勤 時刻 につい ての お 尋ねで ござ いま す。昇 降口 を開錠 する 当番



の教 員、 これ日 直は 、 勤務時 間が ほか の職員 より 早い設 定に なっ

てお りま して、 出勤 後 は、先 ほど 申し 上げま した とおり 、午 前７

時５ ０分 頃に、 学校 ご とに決 めら れた 時刻、 そう いった 時刻 に開

錠を して おりま す。 日 直以外 の職 員は 、定め られ た勤務 時間 まで

に、 それ ぞれの 職員 の ペース に応 じて 出勤を して いる状 況で ござ

います。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 ま た、 昇 降口と とも に、 教室等 も開 放され てる のか、

教えていただけますでしょうか。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 昇降 口 の開錠 と教 室等 の開放 につ いての お尋 ねで

ござ いま す。本 市の 公 立小中 学校 の多 くは、 各教 室に個 別の 鍵は

つけ てお りませ んの で 、昇降 口が 開錠 されれ ば、 子ども たち は自

分の 教室 に自由 に入 る ことが でき るよ うにな って いると ころ でご

ざいます。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 分 かり ま した。 今回 、こ の質問 をす るに当 たり まし

て、 私の ところ に子 育 て中の 方か ら、 小学校 の登 校時間 を早 めて

もら うこ とはで きま せ んかと の御 相談 があっ たわ けでご ざい ます。

朝７ 時か ら保育 園に お 子さん を預 け、 正社員 とし て仕事 をし なが

ら、 この 方は子 育て を されて いま す。 御主人 も育 休を取 り、 御夫

婦で 協力 しなが ら子 育 てをさ れて いま す。現 在は 、時短 勤務 を利

用さ れて います が、 そ れも下 のお 子さ んが３ 歳の 誕生日 前日 まで

のこ とだ という こと で ござい ます 。来 年から １年 生にな り、 登校

時間 まで 一人で 留守 番 させる こと に不 安を感 じて いて、 １５ 年間



勤め た会 社を辞 めて 、 転職す るし かな いと転 職活 動も始 めた そう

であ りま す。転 職し て も、入 社し てす ぐには 時短 勤務の 制度 が使

えな いこ とから 、正 社 員から パー トや 派遣社 員に 変わる と収 入が

減っ てし まい、 思う よ うにい かな いと 大変悩 まれ ていら っし ゃい

ます。

そ こで 、本市 にお け る平日 朝の 子ど もの居 場所 確保に 向け た取

組状況についてお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 の取 組状 況につ いて でござ いま すが、

現在 のと ころ、 平日 の 始業前 の子 ども の居場 所の 確保に 向け た特

段の取組は実施しておりません。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 特 段の 取 組は実 施さ れて いない との ことで ござ いま

す。

取 組を 実施す ると し た場合 、課 題が あれば 、具 体的に お聞 かせ

ください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 課題 につ いて でござ いま すが、 始業 前の

子ど もの 居場所 につ き まして 、取 組を 実施す ると いたし まし た場

合、 本市 におき まし て 、どの 程度 の利 用が見 込ま れるか 、現 時点

では 確か なニー ズを 捉 え切れ てい ない ことが 課題 である と認 識し

てお りま す。ま た、 仮 に居場 所を 設置 すると いた しまし た場 合に

は、 居場 所の運 営に 携 わる人 材の 確保 、実施 場所 の選定 、調 整、

さらには財源の確保といった点が課題になると考えております。

○岡田議長 徳田議員。



○徳 田議 員 も し実 態 が不明 のよ うで あれば 、現 状の調 査及 び課

題の把握を行っていただきたいと思いますが、所見を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 現状 の調 査及 び課題 の把 握につ いて でご

ざい ます が、始 業前 の 子ども の居 場所 の確保 につ きまし て、 現状

にお きま して、 求め る 声はご く少 数で はござ いま すが伺 って おり

ます 。ま た、長 期休 業 期間中 にお ける 早朝の 民間 放課後 児童 クラ

ブの 利用 状況な どか ら いたし ます と、 平日朝 の始 業前の 子ど もの

居場 所に つきま して も 、一定 のニ ーズ がある 可能 性があ りま すた

め、 学校 、保護 者へ の 聞き取 りや アン ケート 調査 などの 手法 を検

討し、実態の把握に努めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 御 答弁 に ござい まし た。 現状、 朝の 始業前 の子 ども

の居 場所 確保に つい て は、求 める 声が あると 把握 されて いる との

御答 弁で ござい ます 。 ぜひ実 態の 把握 に取り 組ん でいた だき たい、

そのように思います。よろしくお願いいたします。

次 に、 例えば 大阪 府 豊中市 では 、新 年度か ら、 春休み や夏 休み

など の長 期休み 期間 中 も学童 保育 を利 用され てい る児童 を対 象に、

午前 ７時 から校 内で の 見守り を実 施し ていま す。 このよ うに 、朝

の子 ども の居場 所の 確 保と教 員の 負担 も増や さな い取組 を始 めた

市も あり ますが 、本 市 での取 組に つい て御見 解を お聞か せく ださ

い。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 での 取組 につい てで ござい ます が、

他自 治体 におき まし て 、見守 り要 員な どの配 置に より、 教員 の負



担を 増や さない で始 業 前及び 長期 休業 期間の 子ど もの居 場所 の確

保を 実施 する例 があ る ことは 承知 して おりま す。 本市に おき まし

ては 、現 在、始 業前 の 子ども の居 場所 の確保 に向 けた取 組は 特段

行っ ては ござい ませ ん が、長 期休 業期 間につ きま しては 、一 部の

民間 放課 後児童 クラ ブ が午前 ７時 、ま たは午 前７ 時半か ら開 所し、

預か りを 実施し てい る と伺っ てお りま す。自 治体 により 、集 団登

校の 状況 や通勤 時間 と 通学時 間の ギャ ップと いっ た朝の 子ど もた

ちの 状況 は異な りま す ことか ら、 本市 におけ る始 業前の 子ど もの

実態把握に努めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 既 に本 市 におい ても 長期 休業期 間中 には、 一部 の民

間放 課後 クラブ で朝 の 預かり を実 施し ている との ことで ござ いま

す。 これ らの取 組を 平 日の登 校日 にも ぜひ検 討を お願い した いと

強く要望いたします。ぜひよろしくお願いします。

小 学生 になっ ても 保 護者が 就労 環境 を変え ずに 継続的 に働 き続

ける ため にも、 また 教 員の働 き方 改革 を進め るた めにも 、本 市に

おい て、 朝の見 守り 事 業を試 験的 にで も実施 して もらう こと はで

きないか、御見解をお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 朝の 見守 り事 業の試 験的 実施に つい てで

ござ いま すが、 現状 に おきま して 、本 市では 一定 のニー ズが 明確

に認 めら れると 言え る 状況で はご ざい ません こと から、 現時 点で

は試 験的 実施を 行う こ とは考 えて おり ません 。引 き続き 本市 にお

ける 始業 前の子 ども の 居場所 のニ ーズ の動向 を注 視して まい りた

いと考えております。



○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 共 働き 世 帯が一 般化 し、 出産後 も保 育園に 預け なが

ら、 キャ リアを 継続 す る女性 が増 え、 男性も 育児 や家事 を担 うよ

うに なっ てきて いま す 。しか しな がら 、子育 てす る環境 はま だま

だ整 って いない 、そ う いった こと が現 状では ない でしょ うか 。仕

事と 出産 、育児 の両 立 支援策 が拡 充し ていか なけ れば、 賃金 の喪

失と キャ リアア ップ の 機会の 喪失 を恐 れ、こ れか ら出産 、子 育て

をし よう と考え てい る 世代が ちゅ うち ょして しま うおそ れも あり

ます 。こ のよう なこ と からも 、ぜ ひ前 向きな 御検 討をよ ろし くお

願いいたします。

次 に、 確かに 小学 校 の正門 や通 用門 から学 校内 に入る だけ で、

交通 事故 等に遭 う心 配 はなく なり 、安 全では ある と思い ます 。し

かし 、真 夏の暑 い時 期 や冬場 の寒 い時 期など 、教 室前や 職員 室前、

また 昇降 口前で 重た い ランド セル を背 負って 待機 すると いう のが

児童 にと って、 また そ の姿を 想像 する 保護者 にと ってど うな のか

も今 後考 えてい ただ き 、他市 の先 進事 例を調 査・ 研究し てい ただ

くこ とを 要望さ せて い ただき ます が、 御所見 をお 聞かせ くだ さい。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 他市 の先 進事 例の調 査・ 研究に つい てで

ござ いま すが、 朝の 子 どもの 居場 所づ くりに つき まして は、 部分

休業 制度 などを 活用 し た保護 者の 働き 方や社 会情 勢、ニ ーズ に加

えま して 、人材 、実 施 場所、 財源 確保 などの 多様 な課題 が考 えら

れま す。 今後、 先進 事 例にお ける これ らの課 題整 理の状 況な どに

つきまして、調査・研究を進めてまいりたいと考えております。

○岡田議長 徳田議員。



○徳 田議 員 親 の働 き 方を見 直そ うと いう動 きも ござい ます 。例

えば 神奈 川県相 模原 市 では、 一昨 年、 市の全 職員 を対象 にア ンケ

ート 調査 を実施 しま し た。そ の結 果を 踏まえ 、子 どもが 小学 校６

年生 まで 、３０ 分単 位 で取得 でき る子 育て部 分休 暇制度 を導 入し

まし た。 全体的 な解 決 にはな りま せん が、こ のよ うな動 きが 少し

でも 増え ること で、 子 育てに 優し い社 会づく りの 一助に なれ ばと

考え てお ります 。本 市 におい ては 、既 に小学 校３ 年生ま での 子育

て部 分休 暇制度 を導 入 されて いる とい うこと でヒ アリン グの とき

聞い てお ります が、 本 市にお いて 、市 職員に 対す る子育 て支 援策

の一 つと して、 神奈 川 県相模 原市 のよ うに、 小学 校６年 生ま での

子ど もを 対象に した 部 分休業 制度 を導 入する こと はでき ない か、

御見解をお聞かせください。

○岡田議長 藤岡総務部長。

○藤 岡総 務部長 本 市 職員の 子育 て部 分休暇 の制 度につ いて でご

ざい ます が、本 市で は 、地方 公務 員の 育児休 業等 に関す る法 律、

この 法律 にのっ とり ま して、 未就 学の 子を養 育す るため 、３ ０分

を単 位と して１ 日の う ち最大 ２時 間ま で休業 する ことが でき る子

育て 部分 休業、 これ に 加えま して 、県 内４市 で唯 一、小 学校 ３年

生ま での 子を養 育す る ための 部分 休暇 制度を 平成 ３０年 度か ら導

入し てい るとこ ろで ご ざいま す。 さら に、本 年１ ０月か らは 、１

年間 で１ ０日程 度の 時 間数を 限度 とし て、部 分休 暇を取 得で きる

パタ ーン を選択 する こ とがで きる よう にして いる ところ でご ざい

ます 。対 象とな る子 の 年齢要 件の 拡大 につき まし ては、 引き 続き

近隣 他市 等につ いて の 情報収 集に 努め ながら 、慎 重に考 えて まい

りたいと考えております。以上です。



○岡田議長 徳田議員。

○徳田議員 ぜひ前向きな御検討をよろしくお願いします。

本 市で 導入で きる か どうか は、 その 有効性 を検 証した 結果 や実

施し た小 学校や その 保 護者の 感想 や実 感を精 査す る必要 があ ると

は思 いま すが、 まず は 、調査 ・研 究を 検討し てい ただけ るよ う要

望させていただき、１点目の質問を終わります。

次 に、 物価高 騰対 策 につい て～ 生活 応援ギ フト 券事業 につ いて

伺います。

日 本経 済は、 今３ ０ 年ぶり とな る高 水準の 賃上 げや企 業の 高い

投資 意欲 など、 前向 き な動き が見 られ ます。 しか し、特 に私 たち

地方 にお いては 、急 激 な物価 高騰 に賃 上げが 追い ついて いる とは

言え ませ ん。長 期に わ たる物 価高 騰は 、私た ちの 生活に 非常 に深

刻な 影響 を与え てお り ます。 私は 、依 然とし て物 価高騰 が続 く今

こそ 、こ ういっ たと き に市民 に希 望を 与える 、そ ういっ た施 策を

考え て、 打ち出 して い かなけ れば なら ない、 その ように 思っ てお

りま す。 市民の 声な き 声を聞 き取 って 、そし て、 今何が 一番 大事

なの か、 どのよ うな 支 援策を 考え れば 市民に お応 えをし てい くこ

とが でき るのか 、喜 ん でいた だけ るの か、そ うい ったこ とを しっ

かり 検討 してい かな け ればな らな いと きだと いう ふうに 思い ます。

そ うい った意 味で 、 今、各 部局 はい ろいろ な支 援策を 考え てい

る と 思 い ま す が 、 国 か ら の 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 、 こ れ に よ っ て

様々 な事 業が展 開さ れ てきた わけ であ ります 。ま た、そ こに 市税

も加 えて 、いろ いろ な 支援策 を打 って いただ いた わけで はあ りま

すが 、要 するに 予算 規 模、交 付金 が決 まって から 支援策 を考 える

ので はな く、今 考え な ければ いけ ない と、決 まっ た時点 で各 部局



が先 を争 って手 を挙 げ ていく 、こ うい った準 備段 階だと いう ふう

に思っております。

そ こで 、以下 、質 問 させて いた だき ます。 初め に、こ の物 価高

が市 民生 活に与 えて い る大き な影 響に ついて 、本 市とし てど のよ

うな認識をお持ちかお聞きいたします。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 私 とい た しまし ても 、徳 田議員 の危 機感、 ある いは、

そう した 現状に 対す る 認識に つい て共 有する とこ ろでご ざい ます。

ちょ っと 前には 国際 情 勢が悪 化を いた しまし て、 資材価 格、 ある

いは 原材 料価格 が高 騰 をいた しま した 。それ に加 えて、 為替 の円

安と いう ものは 今も と どまっ てい ない ところ がご ざいま す。 これ

によ り、 輸入物 価が 大 きく上 がっ てき ており ます 。また 国内 にお

きま して も、賃 金の 上 昇、人 件費 の上 昇によ りま すコス トア ップ

がご ざい ますし 、ま た 食料品 、食 材の 一部に おい ては、 供給 不足

によ る価 格の高 騰な ど もござ いま した 。それ によ りまし て、 食用

品や 日用 品、ま た光 熱 費など の生 活必 需品の 価格 が上昇 して おり

ます 。さ らに、 やは り 問題と 思う のは 、議員 も御 指摘の とお り、

賃金 は上 昇して いる ん ですけ れど も、 それが 物価 の上昇 ペー スに

追い つい ていな い、 い わゆる 実質 賃金 が十分 に上 がって いな いと

いう こと が大変 、今 の 現下の 課題 、大 きな問 題だ という ふう に認

識を して おり、 この こ とが市 民生 活に 大きな 影響 が出て いる もの

とい うふ うに認 識を し ており ます 。こ れまで 、我 々執行 部も 物価

高騰 の影 響を強 く受 け る生活 維持 が困 難な方 を中 心に支 援を 行っ

てま いり ました が、 こ の９月 定例 会に おきま して も、生 活保 護世

帯な どを 対象と いた し ました 支援 金の 予算案 を上 程して おり ます



ほか 、所 得が少 ない 若 者世代 を対 象と いたし まし た給付 金の 予算

案、 これ につき まし て も、必 要な 対策 として 議案 に織り 込ま せて

いた だい て、提 案を さ せてい ただ いて いると いう ような 状況 でご

ざい ます ので、 よろ し くお願 いし たい と思い ます 。以上 でご ざい

ます。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 そ うな ん ですよ ね。 市長 も答弁 され ている とお り、

多く の家 庭で生 活費 の 負担が 増加 して いると いう のが実 態な んで

す。 私も 市民の 方々 に お会い しま すと 、とに かく 何とか して ほし

いと いう 切実な お声 を お聞き しま すと ともに 、私 自身も 買物 する

たび にど んどん 食料 品 などが 値上 がり をし、 値段 がそれ ほど 上が

って いな いもの につ き まして は、 袋を 持って 振っ てみま すと 、明

らか に内 容量が 減っ て いまし て、 つい 、やっ ぱり 買うの をや めよ

うと買い控えをしてしまう、これが生活実感でございます。

次 に、 この生 活応 援 ギフト 券は 、私 が想像 して いた以 上に 申込

数が すご いとい う状 況 です。 この 予算 、目標 に対 して、 申込 数の

結果 につ いて、 どの よ うな総 括を 考え ている のか お聞か せく ださ

い。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 事 業は、 消費 喚起 による 地域 経済の 活性 化を

図る とと もに、 物価 高 騰の影 響を 受け る市民 生活 の支援 を目 的と

して 実施 したも ので ご ざいま す。 実施 に当た りま しては 、既 存の

ギフ ト券 を活用 する こ とで、 発行 や運 用に係 る事 務コス トの 軽減

にも 努め たとこ ろで ご ざいま す。 申込 みにつ いて は、当 初の 想定

を大 幅に 上回っ たこ と から、 これ に伴 い、落 選者 数も想 定を 上回



るこ とと なりま した 。 様々な 御意 見も いただ きま したが 、多 くの

市民 の皆 様から 申込 み をいた だき 、地 域内の 消費 促進と 一定 の生

活支援につながったものと考えております。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 私 が想 定 してい た以 上に 、想像 以上 の申込 みが あっ

たと 。約 倍です よね 。 あの難 しい 申込 みの仕 方で 、よく これ だけ

の人 が申 し込ん だな と いうの が正 直な 感想で あり ます。 令和 ７年

７月 ２日 の都市 経済 委 員会の 公表 資料 により ます と、発 行部 数は

６万 セッ ト、そ れに 対 して倍 の１ ２万 ４６９ セッ トで申 込み があ

った と。 実人数 が３ 万 ９７５ 人と いう ことで ござ います 。単 純に

米子 市の 人口で 割り ま すと、 生ま れた 赤ちゃ んか ら含め ます と、

約２ 割の 方が申 し込 ん だとい う、 数字 的には なる ことに なり ます。

確 認し たいの は、 申 込みは 年齢 別で どうだ った のかと 、そ の辺

りについてお答えいただければと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 こ の たびの 年齢 別の 調査に つい てでご ざい ます

が、 申込 みの際 に提 供 いただ いた 情報 につい て、 はがき の申 込み

の場 合は 、住所 、氏 名 、電話 番号 を、 ウェブ 申込 みの場 合は 、住

所、 氏名 、電話 番号 、 メール アド レス をそれ ぞれ 御記入 いた だい

てお りま す。な お、 年 齢や生 年月 日に ついて 、い ずれの 申込 みに

おい ても 記入を 求め て いなか った こと から、 年齢 別の申 込数 は把

握できてないという状況でございます。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 私 がな ぜ 年齢別 を聞 いた かとい いま すと、 要す るに

この 申込 みは、 スマ ホ を持っ てい ない とスム ーズ にいか ない とい



った こと であり まし た 。私も ある 自治 会の高 齢者 の方に 呼ば れて、

この 話を しまし たと こ ろ、申 し込 んだ 人は１ 人だ けでし た。 それ

も、 お孫 さんに やっ て もらっ たと いう ことで 、申 込みの 仕方 が全

く分 から んと。 徳田 さ ん、教 えて よと いうこ とで 、私も 苦労 しな

がら 、そ の場で 教え さ せてい ただ きま したが 、い ずれに して も、

この 分析 ですが 、高 齢 者も、 今、 案外 スマホ を持 ってい る方 が増

えて きて おりま す。 し かし、 申込 みの 仕方か ら、 そして 、実 際に

当選 した かどう かと い うこと も含 めて 、なか なか そこに 行き 着け

ない 、届 かない とい う ことが あり まし たので 、ま ず、年 齢別 を聞

かせていただいたわけであります。

次 に、 市民へ の周 知 は十分 だっ たか という ふう に思っ てい るの

か、その辺についてお伺いします。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 事 業の周 知に 当た り、委 託事 業者に おい ては、

チラ シの ポステ ィン グ のほか 、市 内の 百貨店 やス ーパー にお いて

ポス ター の掲示 及び チ ラシの 配架 を行 いまし て、 広く周 知を 行っ

たと ころ でござ いま す 。また 、市 にお いても 、市 のホー ムペ ージ

やＳ ＮＳ による 情報 発 信に加 えま して 、広報 よな ごへの 掲載 、公

民館 をは じめと する 市 有施設 での ポス ターの 掲示 及びチ ラシ の配

架を 行う など、 より 多 くの市 民の 皆様 に情報 が届 くよう 取り 組ん

だと ころ でござ いま す 。さら に、 記者 クラブ への 資料提 供を 行い

まし て、 テレビ ニュ ー スに取 り上 げら れるな ど、 メディ アを 通じ

た情 報発 信にも つな げ ること がで きま して、 結果 として 一定 の周

知が図れたものと考えております。

○岡田議長 徳田議員。



○徳 田議 員 申 込み か ら始ま りま して 、購入 及び 利用方 法な ど、

これ も本 当にい ろい ろ あった わけ でご ざいま すが 、今後 の展 開に

ついて、どのように考えているのかお伺いしたいと思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 今 後 の展開 につ いて でござ いま すが、 今回 の生

活応 援ギ フト券 事業 は 、これ まで のプ レミア ム付 商品券 と比 較い

たし まし て、既 存の Ｊ ＣＢギ フト カー ドを利 用し たこと で、 印刷

が不 要と なり、 参加 店 舗の募 集や 換金 に関わ る事 務手続 の負 担も

軽減 され 、大幅 な事 務 コスト の削 減と 速やか な事 業実施 につ なげ

るこ とが できた と考 え ており ます 。今 後の事 業実 施につ いて は、

現時 点で は具体 的な 検 討はし てお りま せんが 、国 の施策 や地 域経

済の 状況 を踏ま え、 必 要に応 じて 施策 を検討 、実 施した いと 考え

ております。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 よ り多 く の市民 が利 用し やすい よう な、そ うい った

工夫 がで きませ んで し ょうか 。簡 素化 はでき ない でしょ うか 。そ

ういったことについて、改めて質問させていただきます。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 今 回 の事業 は、 国の 地方創 生臨 時交付 金を 活用

した 物価 高騰対 策と し て、Ｊ －Ｃ ｏｉ ｎ Ｐ ａｙ を活用 した プレ

ミア ムポ イント 還元 事 業とセ ット で実 施した もの でござ いま す。

スマ ート フォン をお 持 ちでな い方 や操 作に不 慣れ な方に も広 く利

用し てい ただけ るよ う 、紙媒 体の ギフ ト券を 導入 し、幅 広い 市民

の皆 様の ニーズ に対 応 できる よう 配慮 したと ころ でござ いま す。

ギフ ト券 の申込 みに つ いては 、往 復は がきに 加え まして 、ス マー



トフ ォン が使え る方 で すね、 これ に関 しては ウェ ブでの 申込 みを

受け 付け たとこ ろで ご ざいま すが 、一 部の市 民の 方から 、申 込方

法が 分か りにく いと い う御意 見を いた だいた とこ ろでご ざい ます。

こう した 御意見 を踏 ま え、よ り分 かり やすい 申込 マニュ アル の作

成や 申込 フォー ムの 改 善など 、対 応で きる点 につ いて、 事業 を実

施する際には考えていきたいと思います。

○岡田議長 徳田議員。

○徳田議員 ぜひともよろしくお願いしたいと思います。

そ れか ら、も う１ 点 、お聞 きし たい ことは 、１ 人上限 ４セ ット

とい うこ とにな った わ けでご ざい ます が、そ の辺 の理由 、な ぜ４

セットになったのでしょうか。

そ れか ら、抽 せん の 仕方で すね 、ど のよう にし て選ん だの か、

そちらも教えてください。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 過 去 に新型 コロ ナ対 策とし て実 施いた しま した

プレ ミア ム付商 品券 事 業にお ける 申込 者数の 実績 を踏ま え、 今回

の準 備し た６万 セッ ト のギフ ト券 をよ り多く の希 望者に 広く 行き

渡らせるために、目的として設定したものでございます。

抽 せん 方法に つき ま しては 、ウ ェブ 及びは がき による 申込 情報

を一 つの リスト に集 約 いたし まし て、 その中 から 機械的 かつ 無作

為な方法で当選者を抽せんしましたところでございます。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 抽 せん の 方法に つい ては 、今お 聞き しまし たけ れど

も、 応募 者単位 で無 作 為、ラ ンダ ムに やった とい う御答 弁で ござ

いま す。 ６万セ ット の 発行数 で、 ４セ ット申 し込 んだら 当た った



けれ ども 、１セ ット で は全く 当た らな かった とい う人も 結構 聞い

てお りま す。そ の辺 り の声、 落選 した 人の声 、こ の辺り をし っか

り聞 き取 ってい ただ い て、今 後に 生か し切っ てい ただき たい と思

いますが、そういった声はもう既に出ていますでしょうか。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 本 事 業実施 する に当 たりま して 、委託 事業 者が

設置 いた しまし た相 談 窓口や コー ルセ ンター 、ま た市に 対し て、

本年 ３月 から６ 月ま で の期間 中に 延べ ４００ 件を 超える 御相 談や

御意 見、 御要望 をい た だいた とこ ろで ござい ます 。御相 談の 大部

分は 、申 込手続 の方 法 に関す る問 合せ でした が、 併せて 、本 事業

に対 する 様々な 御意 見 もいた だい たと ころで ござ います 。主 な意

見と して は、ス マホ が 使えな いの で、 ギフト 券に しても らっ てよ

かっ た、 生活費 の足 し にした いと いう 意見も いた だいて おり ます。

一方 で、 抽せん に落 選 された 方か らは 、家族 全員 が落選 した 、本

当に 生活 に困っ てい る 人に行 き渡 らな いのは 不満 だとい った 御意

見を いた だいて おり 、 市の関 係部 署と 情報を 共有 したい と考 えて

おります。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 ぜ ひ、 特 に落選 され た方 のお声 とい うのは 、市 の関

係部 署と 情報を 共有 し ていた だけ ると いうこ とで ござい ます ので、

今後 に生 かし切 って い ただき たい 、そ のよう に要 望させ てい ただ

きます。

そ れか ら、今 回は 、 相談窓 口を つく ってい ただ いたわ けで す。

そこ で、 先ほど 相談 に 来た方 の数 字を 示して いた だきま した が、

相談 に来 て、そ こで 全 て完結 、申 込み まで多 分で きただ ろう とい



うふ うに 思いま す。 た だ、Ｉ Ｔ弱 者対 策とし て、 相談窓 口を つく

れば 、そ れだけ 当然 ま た経費 もか かる わけで あり ます。 その 辺に

つい て、 今後ど のよ う に考え てい るの かも含 めて 、お伺 いし たい

と思います。

○岡田議長 若林経済部長。

○若 林経 済部長 先 ほ どの答 弁に も重 なると ころ があり ます が、

Ｊ－ Ｃｏ ｉｎ Ｐａ ｙ で対応 でき ない 方がお られ るので 、今 回、

ギフ ト券 をやっ てい る という こと でご ざいま すの で、本 事業 にお

いて 、コ ールセ ンタ ー などの 相談 窓口 を設置 して 、多く の御 意見

や御 要望 をいた だい た ことは 、事 業の 円滑な 実施 や市民 ニー ズを

把握 する 上でも 意味 が あった と考 えて おりま す。 今後の 施策 の検

討に 当た りまし ても 、 事業の スピ ード 感や分 かり やすさ に加 えま

して 、事 業の経 費と バ ランス を考 慮い たしな がら 、その 時点 にお

ける最適な方法を検討していきたいと思います。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 そ の事 業 の経費 とバ ラン スを考 慮し ながら 、最 適な

方法 を考 えてい きた い 、まさ しく その とおり でご ざいま す。 ぜひ

ともよろしくお願いしたいと思います。

そ れで は、最 後に 、 この重 点支 援地 方交付 金の 活用に つき まし

て、 ほか に市は どの よ うなこ とを 今後 検討さ れて いるの か、 可能

な範囲でお聞かせいただきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ れは 、 先ほど 答弁 した ところ で一 つ申し 上げ ます

と、 先ほ ど申し 上げ た とおり では ござ います けど も、所 得が 少な

い若 者世 代を対 象と し た市独 自の 給付 金予算 をつ くらせ てい ただ



きま した 。いつ も低 所 得者に 対す る給 付金と いう のは、 これ は国

の交 付金 も頂き なが ら やって きて いる わけで すけ れども 、そ のと

き、 いつ も言わ れる の は、い わゆ る低 所得者 とし てのく くり には

なら ない けれど も、 出 費も多 いの で、 例えば 子育 てをし てて 、出

費も 多い ので、 非常 に 生活が 厳し いと 、物価 高騰 の影響 を非 常に

大き く食 ってい ると い うこと があ りま したの で、 このた び、 その

所得 を基 準とし た、 所 得の少 ない 若者 世代と いう くくり をつ くっ

て、 新た に支援 をし よ うとす るも ので ござい まし て、議 案を 上程

して いる という とこ ろ でござ いま す。 また、 事業 者対策 とい たし

まし ては 、米国 関税 の 影響に より 制度 融資を 受け た事業 者の 利子

負担 軽減 に係る 予算 な どを提 案さ せて いただ いて おりま す。 今後

につ きま しては 、米 の 価格、 これ 、新 米の価 格は これか らど うな

るか とい うこと もご ざ います けれ ども 、その こと ですと か、 ある

いは 、日 米関税 交渉 の 行方な どに より ます予 断を 許さな い経 済状

況、 この ような 中、 引 き続い て市 民生 活、あ るい は企業 業績 への

影響 の把 握にし っか り と努め なが ら、 この交 付金 をうま く活 用し

て、 そし て、国 や県 と の協調 支援 のほ かに、 市独 自でも 支援 策を

必要 に応 じて講 じて い くつも りで ござ います 。こ れまで コロ ナ禍

から ずっ といろ いろ な 様々な 給付 金や ってき まし て、ど れも やっ

ぱり 一長 一短あ ると い うとこ ろは 御理 解をい ただ ければ あり がた

く思 いま す。何 かに 焦 点を当 てる と、 別の何 かに 焦点が 当た らな

くな ると いうこ とが よ くござ いま して 、なる べく それを 組み 合わ

せな がら 、実行 して い きたい とい うふ うに思 って ござい ます 。国

政に おけ る新た な物 価 高騰対 策の 動き 、これ もど のよう にな って

いく のか 、しっ かり と 注視を しな がら 、我々 とい たしま して 、柔



軟に対策を講じていきたいと考えてございます。

○岡田議長 徳田議員。

○徳 田議 員 あ りが と うござ いま す。 先ほど 市長 から国 や県 との

協調 支援 のほか 、市 独 自での 支援 策を 必要に 応じ て講じ てい くと

いう 前向 きな御 答弁 を いただ きま した 。ぜひ とも よろし くお 願い

いたします。

最 初に も述べ させ て いただ きま した けれど も、 特に中 小企 業が

多い 地方 におき まし て は、政 府が 目指 す経済 の好 循環の 恩恵 を受

ける には 、大企 業の 多 い都市 圏に 比べ 、まだ 時間 がかか ると いう

のが 現実 でござ いま す 。その ため 、本 市にお きま して、 この 好循

環の 恩恵 を受け るま で の間、 広く 市民 の皆さ んに 支援の 手が 行き

渡り 、助 かった と思 っ ていた だけ る支 援策と いう ものが 重要 にな

ろう かと 思いま す。 市 民の皆 さん がこ の物価 高を 何とか 乗り 切っ

ていただきたい、そう心より願うものであります。

今 後、 改善で きる 点 は、多 くの 市民 の皆さ んの 声をし っか り聞

いて いた だいて 、市 民 の皆さ んが この ギフト 券に 対して の理 解と、

そし て、 感謝を して も らえる よう な、 そうい う体 制、流 れを つく

って いた だきた いこ と を強く お願 い申 し上げ まし て、私 の質 問を

終わりにさせていただきます。ありがとうございました。


